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    第一章


    
      1イエス・キリストの使徒しとペテロから、ポント、ガラテヤ、カパドキヤ、アジヤおよびビテニヤに離散りさんし寄留きりゅうしている人ひとたち、 2すなわち、イエス・キリストに従したがい、かつ、その血ちのそそぎを受うけるために、父ちちなる神かみの予知よちされたところによって選えらばれ、御霊みたまのきよめにあずかっている人ひとたちへ。
    


    
      恵めぐみと平安へいあんとが、あなたがたに豊ゆたかに加くわわるように。
    


    
      3ほむべきかな、わたしたちの主しゅイエス・キリストの父ちちなる神かみ。神かみは、その豊ゆたかなあわれみにより、イエス・キリストを死人しにんの中なかからよみがえらせ、それにより、わたしたちを新あらたに生うまれさせて生いける望のぞみをいだかせ、 4あなたがたのために天てんにたくわえてある、朽くちず汚けがれず、しぼむことのない資産しさんを受うけ継つぐ者ものとして下くださったのである。 5あなたがたは、終おわりの時ときに啓示けいじさるべき救すくいにあずかるために、信仰しんこうにより神かみの御み力ちからに守まもられているのである。 6そのことを思おもって、今いましばらくのあいだは、さまざまな試錬しれんで悩なやまねばならないかも知しれないが、あなたがたは大おおいに喜よろこんでいる。 7こうして、あなたがたの信仰しんこうはためされて、火ひで精錬せいれんされても朽くちる外ほかはない金きんよりもはるかに尊たっといことが明あきらかにされ、イエス・キリストの現あらわれるとき、さんびと栄光えいこうとほまれとに変かわるであろう。 8あなたがたは、イエス・キリストを見みたことはないが、彼かれを愛あいしている。現在げんざい、見みてはいないけれども、信しんじて、言葉ことばにつくせない、輝かがやきにみちた喜よろこびにあふれている。 9それは、信仰しんこうの結果けっかなるたましいの救すくいを得えているからである。 10この救すくいについては、あなたがたに対たいする恵めぐみのことを預言よげんした預言者よげんしゃたちも、たずね求もとめ、かつ、つぶさに調しらべた。 11彼かれらは、自分じぶんたちのうちにいますキリストの霊れいが、キリストの苦難くなんとそれに続つづく栄光えいこうとを、あらかじめあかしした時とき、それは、いつの時とき、どんな場合ばあいをさしたのかを、調しらべたのである。 12そして、それらについて調しらべたのは、自分じぶんたちのためではなくて、あなたがたのための奉仕ほうしであることを示しめされた。それらの事ことは、天てんからつかわされた聖霊せいれいに感かんじて福音ふくいんをあなたがたに宣のべ伝つたえた人々ひとびとによって、今いまや、あなたがたに告つげ知しらされたのであるが、これは、御使みつかいたちも、うかがい見みたいと願ねがっている事ことである。
    


    
      13それだから、心こころの腰こしに帯おびを締しめ、身みを慎つつしみ、イエス・キリストの現あらわれる時ときに与あたえられる恵めぐみを、いささかも疑うたがわずに待まち望のぞんでいなさい。 14従順じゅうじゅんな子供こどもとして、無知むちであった時代じだいの欲情よくじょうに従したがわず、 15むしろ、あなたがたを召めして下くださった聖せいなるかたにならって、あなたがた自身じしんも、あらゆる行おこないにおいて聖せいなる者ものとなりなさい。 16聖書せいしょに、「わたしが聖せいなる者ものであるから、あなたがたも聖せいなる者ものになるべきである」と書かいてあるからである。 17あなたがたは、人ひとをそれぞれのしわざに応おうじて、公平こうへいにさばくかたを、父ちちと呼よんでいるからには、地上ちじょうに宿やどっている間あいだを、おそれの心こころをもって過すごすべきである。 18あなたがたのよく知しっているとおり、あなたがたが先祖せんぞ伝来でんらいの空疎くうそな生活せいかつからあがない出だされたのは、銀ぎんや金きんのような朽くちる物ものによったのではなく、 19きずも、しみもない小羊こひつじのようなキリストの尊たっとい血ちによったのである。 20キリストは、天地てんちが造つくられる前まえから、あらかじめ知しられていたのであるが、この終おわりの時ときに至いたって、あなたがたのために現あらわれたのである。 21あなたがたは、このキリストによって、彼かれを死人しにんの中なかからよみがえらせて、栄光えいこうをお与あたえになった神かみを信しんじる者ものとなったのであり、したがって、あなたがたの信仰しんこうと望のぞみとは、神かみにかかっているのである。
    


    
      22あなたがたは、真理しんりに従したがうことによって、たましいをきよめ、偽いつわりのない兄弟きょうだい愛あいをいだくに至いたったのであるから、互たがいに心こころから熱あつく愛あいし合あいなさい。 23あなたがたが新あらたに生うまれたのは、朽くちる種たねからではなく、朽くちない種たねから、すなわち、神かみの変かわることのない生いける御言みことばによったのである。

      
        24「人ひとはみな草くさのごとく、

        その栄華えいがはみな草くさの花はなに似にている。

        草くさは枯かれ、

        花はなは散る。

        しかし、主しゅの言葉ことばは、とこしえに残のこる」。

      
25これが、あなたがたに宣のべ伝つたえられた御言葉みことばである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1だから、あらゆる悪意あくい、あらゆる偽いつわり、偽善ぎぜん、そねみ、いっさいの悪口あっこうを捨すてて、 2今いま生うまれたばかりの乳飲ちのみ子ごのように、混まじりけのない霊れいの乳ちちを慕したい求もとめなさい。それによっておい育そだち、救すくいに入はいるようになるためである。 3あなたがたは、主しゅが恵めぐみ深ぶかいかたであることを、すでに味あじわい知しったはずである。 4主しゅは、人ひとには捨すてられたが、神かみにとっては選えらばれた尊たっとい生いける石いしである。 5この主しゅのみもとにきて、あなたがたも、それぞれ生いける石いしとなって、霊れいの家いえに築きずき上あげられ、聖せいなる祭司さいしとなって、イエス・キリストにより、神かみによろこばれる霊れいのいけにえを、ささげなさい。 6聖書せいしょにこう書かいてある、

      
        「見みよ、わたしはシオンに、

        選えらばれた尊たっとい石いし、隅すみのかしら石いしを置おく。

        それにより頼たのむ者ものは、

        決けっして、失望しつぼうに終おわることがない」。

      
7この石いしは、より頼たのんでいるあなたがたには尊たっといものであるが、不ふ信仰しんこうな人々ひとびとには「家いえ造つくりらの捨すてた石いしで、隅すみのかしら石いしとなったもの」、 8また「つまずきの石いし、妨さまたげの岩いわ」である。しかし、彼かれらがつまずくのは、御言みことばに従したがわないからであって、彼かれらは、実じつは、そうなるように定さだめられていたのである。 9しかし、あなたがたは、選えらばれた種族しゅぞく、祭司さいしの国くに、聖せいなる国民こくみん、神かみにつける民たみである。それによって、暗くらやみから驚おどろくべきみ光ひかりに招まねき入いれて下くださったかたのみわざを、あなたがたが語かたり伝つたえるためである。 10あなたがたは、以前いぜんは神かみの民たみでなかったが、いまは神かみの民たみであり、以前いぜんは、あわれみを受うけたことのない者ものであったが、いまは、あわれみを受うけた者ものとなっている。
    


    
      11愛あいする者ものたちよ。あなたがたに勧すすめる。あなたがたは、この世よの旅人たびびとであり寄留者きりゅうしゃであるから、たましいに戦たたかいをいどむ肉にくの欲よくを避さけなさい。 12異邦人いほうじんの中なかにあって、りっぱな行おこないをしなさい。そうすれば、彼かれらは、あなたがたを悪人あくにん呼よばわりしていても、あなたがたのりっぱなわざを見みて、かえって、おとずれの日ひに神かみをあがめるようになろう。
    


    
      13あなたがたは、すべて人ひとの立たてた制せい度どに、主しゅのゆえに従したがいなさい。主権者しゅけんしゃとしての王おうであろうと、 14あるいは、悪あくを行おこなう者ものを罰ばっし善ぜんを行おこなう者ものを賞しょうするために、王おうからつかわされた長官ちょうかんであろうと、これに従したがいなさい。 15善ぜんを行おこなうことによって、愚おろかな人々ひとびとの無知むちな発言はつげんを封ふうじるのは、神かみの御旨みむねなのである。 16自由人じゆうじんにふさわしく行動こうどうしなさい。ただし、自由じゆうをば悪あくを行おこなう口実こうじつとして用もちいず、神かみの僕しもべにふさわしく行動こうどうしなさい。 17すべての人ひとをうやまい、兄弟きょうだいたちを愛あいし、神かみをおそれ、王おうを尊たっとびなさい。
    


    
      18僕しもべたる者ものよ。心こころからのおそれをもって、主人しゅじんに仕つかえなさい。善良ぜんりょうで寛容かんような主人しゅじんだけにでなく、気きむずかしい主人しゅじんにも、そうしなさい。 19もしだれかが、不当ふとうな苦くるしみを受うけても、神かみを仰あおいでその苦痛くつうを耐たえ忍しのぶなら、それはよみせられることである。 20悪わるいことをして打うちたたかれ、それを忍しのんだとしても、なんの手柄てがらになるのか。しかし善ぜんを行おこなって苦くるしみを受うけ、しかもそれを耐たえ忍しのんでいるとすれば、これこそ神かみによみせられることである。 21あなたがたは、実じつに、そうするようにと召めされたのである。キリストも、あなたがたのために苦くるしみを受うけ、御足みあしの跡あとを踏ふみ従したがうようにと、模範もはんを残のこされたのである。 22キリストは罪つみを犯おかさず、その口くちには偽いつわりがなかった。 23ののしられても、ののしりかえさず、苦くるしめられても、おびやかすことをせず、正ただしいさばきをするかたに、いっさいをゆだねておられた。 24さらに、わたしたちが罪つみに死しに、義ぎに生いきるために、十字架じゅうじかにかかって、わたしたちの罪つみをご自分じぶんの身みに負おわれた。その傷きずによって、あなたがたは、いやされたのである。 25あなたがたは、羊ひつじのようにさ迷まよっていたが、今いまは、たましいの牧者ぼくしゃであり監督かんとくであるかたのもとに、たち帰かえったのである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1同おなじように、妻つまたる者ものよ。夫おっとに仕つかえなさい。そうすれば、たとい御言みことばに従したがわない夫おっとであっても、 2あなたがたのうやうやしく清きよい行おこないを見みて、その妻つまの無言むごんの行おこないによって、救すくいに入いれられるようになるであろう。 3あなたがたは、髪かみを編あみ、金きんの飾かざりをつけ、服装ふくそうをととのえるような外がい面めんの飾かざりではなく、 4かくれた内うちなる人ひと、柔和にゅうわで、しとやかな霊れいという朽くちることのない飾かざりを、身みにつけるべきである。これこそ、神かみのみまえに、きわめて尊たっといものである。 5むかし、神かみを仰あおぎ望のぞんでいた聖せいなる女おんなたちも、このように身みを飾かざって、その夫おっとに仕つかえたのである。 6たとえば、サラはアブラハムに仕つかえて、彼かれを主しゅと呼よんだ。あなたがたも、何事なにごとにもおびえ臆おくすることなく善ぜんを行おこなえば、サラの娘むすめたちとなるのである。
    


    
      7夫おっとたる者ものよ。あなたがたも同おなじように、女おんなは自分じぶんよりも弱よわい器うつわであることを認みとめて、知識ちしきに従したがって妻つまと共ともに住すみ、いのちの恵めぐみを共ともどもに受うけ継つぐ者ものとして、尊たっとびなさい。それは、あなたがたの祈いのりが妨さまたげられないためである。
    


    
      8最後さいごに言いう。あなたがたは皆みな、心こころをひとつにし、同情どうじょうし合あい、兄弟きょうだい愛あいをもち、あわれみ深ぶかくあり、謙虚けんきょでありなさい。 9悪あくをもって悪あくに報むくいず、悪口あっこうをもって悪口あっこうに報むくいず、かえって、祝福しゅくふくをもって報むくいなさい。あなたがたが召めされたのは、祝福しゅくふくを受うけ継つぐためなのである。

      
        10「いのちを愛あいし、

        さいわいな日々ひびを過すごそうと願ねがう人ひとは、

        舌したを制せいして悪あくを言いわず、

        くちびるを閉とじて偽いつわりを語かたらず、

        11悪あくを避さけて善ぜんを行おこない、

        平和へいわを求もとめて、これを追おえ。

        12主しゅの目めは義人ぎじんたちに注そそがれ、

        主しゅの耳みみは彼かれらの祈いのりにかたむく。

        しかし主しゅの御顔みかおは、悪あくを行おこなう者ものに対たいして向むかう」。

      

    


    
      13そこで、もしあなたがたが善ぜんに熱心ねっしんであれば、だれが、あなたがたに危害きがいを加くわえようか。 14しかし、万一まんいち義ぎのために苦くるしむようなことがあっても、あなたがたはさいわいである。彼かれらを恐おそれたり、心こころを乱みだしたりしてはならない。 15ただ、心こころの中なかでキリストを主しゅとあがめなさい。また、あなたがたのうちにある望のぞみについて説明せつめいを求もとめる人ひとには、いつでも弁明べんめいのできる用意よういをしていなさい。 16しかし、やさしく、慎つつしみ深ぶかく、明あきらかな良心りょうしんをもって、弁明べんめいしなさい。そうすれば、あなたがたがキリストにあって営いとなんでいる良よい生活せいかつをそしる人々ひとびとも、そのようにののしったことを恥はじいるであろう。 17善ぜんをおこなって苦くるしむことは——それが神かみの御旨みむねであれば——悪あくをおこなって苦くるしむよりも、まさっている。 18キリストも、あなたがたを神かみに近づけようとして、自みずからは義ぎなるかたであるのに、不義ふぎなる人々ひとびとのために、ひとたび罪つみのゆえに死しなれた。ただし、肉にくにおいては殺ころされたが、霊れいにおいては生いかされたのである。 19こうして、彼かれは獄ごくに捕とらわれている霊れいどものところに下くだって行いき、宣のべ伝つたえることをされた。 20これらの霊れいというのは、むかしノアの箱舟はこぶねが造つくられていた間あいだ、神かみが寛容かんようをもって待まっておられたのに従したがわなかった者ものどものことである。その箱舟はこぶねに乗のり込こみ、水みずを経へて救すくわれたのは、わずかに八名めいだけであった。 21この水みずはバプテスマを象徴しょうちょうするものであって、今いまやあなたがたをも救すくうのである。それは、イエス・キリストの復活ふっかつによるのであって、からだの汚けがれを除のぞくことではなく、明あきらかな良心りょうしんを神かみに願ねがい求もとめることである。 22キリストは天てんに上のぼって神かみの右みぎに座ざし、天使てんしたちともろもろの権威けんい、権力けんりょくを従したがえておられるのである。
    

  


  


  
    第四章


    
      1このように、キリストは肉にくにおいて苦くるしまれたのであるから、あなたがたも同おなじ覚悟かくごで心こころの武装ぶそうをしなさい。肉にくにおいて苦くるしんだ人ひとは、それによって罪つみからのがれたのである。 2それは、肉にくにおける残のこりの生涯しょうがいを、もはや人間にんげんの欲情よくじょうによらず、神かみの御旨みむねによって過すごすためである。 3過すぎ去さった時代じだいには、あなたがたは、異邦人いほうじんの好このみにまかせて、好色こうしょく、欲情よくじょう、酔酒すいしゅ、宴楽えんらく、暴飲ぼういん、気きままな偶像ぐうぞう礼拝れいはいなどにふけってきたが、もうそれで十分じゅうぶんであろう。 4今いまはあなたがたが、そうした度どを過すごした乱行らんぎょうに加くわわらないので、彼かれらは驚おどろきあやしみ、かつ、ののしっている。 5彼かれらは、やがて生いける者ものと死しねる者ものとをさばくかたに、申もうし開ひらきをしなくてはならない。 6死人しにんにさえ福音ふくいんが宣のべ伝つたえられたのは、彼かれらは肉にくにおいては人間にんげんとしてさばきを受うけるが、霊れいにおいては神かみに従したがって生いきるようになるためである。
    


    
      7万物ばんぶつの終おわりが近ちかづいている。だから、心こころを確たしかにし、身みを慎つつしんで、努つとめて祈いのりなさい。 8何なによりもまず、互たがいの愛あいを熱あつく保たもちなさい。愛あいは多おおくの罪つみをおおうものである。 9不平ふへいを言いわずに、互たがいにもてなし合あいなさい。 10あなたがたは、それぞれ賜物たまものをいただいているのだから、神かみのさまざまな恵めぐみの良よき管理人かんりにんとして、それをお互たがいのために役やく立たてるべきである。 11語かたる者ものは、神かみの御言みことばを語かたる者ものにふさわしく語かたり、奉仕ほうしする者ものは、神かみから賜たまわる力ちからによる者ものにふさわしく奉仕ほうしすべきである。それは、すべてのことにおいてイエス・キリストによって、神かみがあがめられるためである。栄光えいこうと力ちからとが世々よよ限かぎりなく、彼かれにあるように、アァメン。
    


    
      12愛あいする者ものたちよ。あなたがたを試こころみるために降ふりかかって来くる火ひのような試錬しれんを、何なにか思おもいがけないことが起おこったかのように驚おどろきあやしむことなく、 13むしろ、キリストの苦くるしみにあずかればあずかるほど、喜よろこぶがよい。それは、キリストの栄光えいこうが現あらわれる際さいに、よろこびにあふれるためである。 14キリストの名なのためにそしられるなら、あなたがたはさいわいである。その時ときには、栄光えいこうの霊れい、神かみの霊れいが、あなたがたに宿やどるからである。 15あなたがたのうち、だれも、人殺ひとごろし、盗人ぬすびと、悪あくを行おこなう者もの、あるいは、他人たにんに干渉かんしょうする者ものとして苦くるしみに会あうことのないようにしなさい。 16しかし、クリスチャンとして苦くるしみを受うけるのであれば、恥はじることはない。かえって、この名なによって神かみをあがめなさい。 17さばきが神かみの家いえから始はじめられる時ときがきた。それが、わたしたちからまず始はじめられるとしたら、神かみの福音ふくいんに従したがわない人々ひとびとの行ゆく末すえは、どんなであろうか。 18また義人ぎじんでさえ、かろうじて救すくわれるのだとすれば、不信ふしんなる者ものや罪人つみびとは、どうなるであろうか。 19だから、神かみの御旨みむねに従したがって苦くるしみを受うける人々ひとびとは、善ぜんをおこない、そして、真実しんじつであられる創造者そうぞうしゃに、自分じぶんのたましいをゆだねるがよい。
    

  


  


  
    第五章


    
      1そこで、あなたがたのうちの長老ちょうろうたちに勧すすめる。わたしも、長老ちょうろうのひとりで、キリストの苦難くなんについての証人しょうにんであり、また、やがて現あらわれようとする栄光えいこうにあずかる者ものである。 2あなたがたにゆだねられている神かみの羊ひつじの群むれを牧ぼくしなさい。しいられてするのではなく、神かみに従したがって自みずから進すすんでなし、恥はずべき利得りとくのためではなく、本心ほんしんから、それをしなさい。 3また、ゆだねられた者ものたちの上うえに権力けんりょくをふるうことをしないで、むしろ、群むれの模範もはんとなるべきである。 4そうすれば、大牧者だいぼくしゃが現あらわれる時ときには、しぼむことのない栄光えいこうの冠かんむりを受うけるであろう。 5同おなじように、若わかい人ひとたちよ。長老ちょうろうたちに従したがいなさい。また、みな互たがいに謙遜けんそんを身みにつけなさい。神かみは高たかぶる者ものをしりぞけ、へりくだる者ものに恵めぐみを賜たまうからである。
    


    
      6だから、あなたがたは、神かみの力強ちからづよい御み手ての下もとに、自みずからを低ひくくしなさい。時ときが来くれば神かみはあなたがたを高たかくして下くださるであろう。 7神かみはあなたがたをかえりみていて下くださるのであるから、自分じぶんの思おもいわずらいを、いっさい神かみにゆだねるがよい。 8身みを慎つつしみ、目めをさましていなさい。あなたがたの敵てきである悪魔あくまが、ほえたけるししのように、食くいつくすべきものを求もとめて歩あるき回まわっている。 9この悪魔あくまにむかい、信仰しんこうにかたく立たって、抵抗ていこうしなさい。あなたがたのよく知しっているとおり、全ぜん世界せかいにいるあなたがたの兄弟きょうだいたちも、同おなじような苦くるしみの数々かずかずに会あっているのである。 10あなたがたをキリストにある永遠えいえんの栄光えいこうに招まねき入いれて下くださったあふるる恵めぐみの神かみは、しばらくの苦くるしみの後のち、あなたがたをいやし、強つよめ、力ちからづけ、不動ふどうのものとして下くださるであろう。 11どうか、力ちからが世々よよ限かぎりなく、神かみにあるように、アァメン。
    


    
      12わたしは、忠実ちゅうじつな兄弟きょうだいとして信頼しんらいしているシルワノの手てによって、この短みじかい手紙てがみをあなたがたにおくり、勧すすめをし、また、これが神かみのまことの恵めぐみであることをあかしした。この恵めぐみのうちに、かたく立たっていなさい。 13あなたがたと共ともに選えらばれてバビロンにある教会きょうかい、ならびに、わたしの子こマルコから、あなたがたによろしく。 14愛あいの接吻せっぷんをもって互たがいにあいさつをかわしなさい。
    


    
      キリストにあるあなたがた一同いちどうに、平安へいあんがあるように。
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